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 ビジネス上不可欠なアプリケー

ションを支えるパワフルでスケー

ラブル、かつ柔軟なインメモ

リー・グリッド 
 

 シンプルなインプロセス・キャッ

シュからパワフルな分散グリッ

ドまで幅広い使い方をサポート 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ランタイムに数千もの JVM 
を拡張できる柔軟性を備えリ

ニアで予測可能なスケーリン

グを予測可能なコストで実現

可能。使用できる物理マシンの

数のみが制約条件 

 データの自動複製によって高

可用性と耐障害性を実現し、

データ損失リスクの削減、およ

びサービス時間外の復旧作業

や調整作業の削減を実現 

今日におけるダイナミックなビジ

ネス環境と不透明な経済状況のな

か、競争力を保ち、変化し続ける

お客様のニーズに対応するために

は、仕事をスマートに進める必要

があります。その鍵を握るのが機

敏なビジネスとコストの最適化で

す。地球はますますスマートに

なっています。そこでは相互接続

された状態にあり、機器が装備さ

れ、インテリジェントになりつつ

あります。デジタル世界に参加す

る人が増えれば、ウェブを使った

商取引やダイナミックなサプライ

チェーンを実現する RFID 処理

も増えますし、リアルタイムの財

務処理、オンラインのソーシャ

ル・ネットワーキングやゲームも

増えます。ビジネスとして行うも

のもそうでないものもトランザク

ションが爆発的に増加するのです。

組織側としては、この需要の急増

に対応でき、安定した応答をすば

やく返すことができ、必要に応じ

てスケーリングできるアプリケー

ションを用意しておく必要があり

ます。 
 
IBM WebSphere® ポートフォリオ

が提供する XTP （大容量トランザ

クション処理）機能を活用すれば、

非常に要求の厳しいビジネス上不

可欠なアプリケーションもサポー

ト可能な Smart SOA™ ベースの

インフラストラクチャーを実現す

ることができます。 
 
 

Extreme Transaction Processing (XTP) 

ハイライト 

http://www.ibm.com/WebSphere


 
よりスマートな成果が得られる世

界的規模、効率性の高い処理、ビ

ジネス・インテリジェンスを実現

したくても、今までは IT パ

フォーマンスがネックとなってい

ました。 WebSphere なら、そのよ

うな制限から解放されます。競争

力を持続する、収益を最大化する、

不安定な応答や SLA 違反による

違約金の支払いを防止するといっ

た成果が得られるようになるので

す。 

 

ビジネス・アプリケーションが膨

大なトランザクションを最高の効

率性で処理できるようにするとと

もに、ほぼリニアなスケーラビリ

ティーを実現する製品、それが 

IBM WebSphere eXtreme Scale で

す。 WebSphere eXtreme Scale は

異機種混合環境で動作するように

設計されており、主なアプリケー

ション・サーバー・プラットフォー

ムと仮想化環境のすべてに対応し

ています。 

 

WebSphere eXtreme Scale はイン

メモリー・グリッドとして動作し、

アプリケーション・データやビジ

ネス・ロジックの処理、分割、複

製、管理を何百台ものサーバーに

分散させて動的に行うことができ

ます。 

トランザクションでは整合性が提

供され、フェイルオーバーも透過

的に行われるため、可用性と信頼

性が高まり応答時間も安定します。  

IBM WebSphere eXtreme Scale は、

柔軟なスケーラビリティーと次世

代クラウド環境の構築に不可欠な

分散キャッシング・プラット

フォームなのです。 

 

WebSphere eXtreme Scale に搭載

された技術を活用すれば、デー

タ・キャッシングという概念を最

先端の機能で拡張し、ｅコマース、

サプライチェーン、金融、貿易、

そしてオンライン・ゲームにいた

るまでさまざまなビジネス・アプ

リケーションを発展させて、新し

い革新的なビジネス・アプリケー

ションとすることができます。

WebSphere eXtreme Scale を以下の

ような柔軟なシナリオや構成で活

用することで、こういったアプリ

ケーションの発展が実現できます 

 
● シンプルなデータとデータベー

ス・キャッシュ：WebSphere 
eXtreme Scale をローカル・

キャッシュとしてデータ構造に

アクセスすれば、アプリケー

ションのパフォーマンスとス

ループットが向上します。これ

は、トランザクションでは必要

なデータを取得するのにかかる

時間が処理のかなりの部分を占

めることが多いのですが、デー

タをメモリーにキャッシュすれ

ば、この問題を解消できるから

です。従来からあるこのデー

タ・キャッシュにフェイルオー

バー機能をプラスしたのが 
WebSphere eXtreme Scale です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ● ニア・キャッシュを持つクライ

アント/ グリッド：データをメ

モリー上に持つことにはメ

リットがあります。特に取り扱

うデータ量が多い場合、アプリ

ケーションのパフォーマンス

が大きく向上します。 Java™ 

仮想マシン（JVM™）では、デー

タのサブセットを持つ「ニア・

キャッシュ」として使えるロー

カルな eXtreme Scale グリッ

ドをリモート・グリッドの手前

に持つことができます。こうす

れば、クライアントで巨大なリ

モート・キャッシュを活用し、

バックエンド処理の負担を減

らしたり、キャッシュされた結

果へすばやくアクセスしたり

できるようになります。ニア・

キャッシュはアプリケーショ

ンと同じ JVM にあり、データ

に対してローカルなインプロ

セス・アクセスを提供します。

ここにはグリッドがカバーし

ているデータ全体のサブセッ

トが記録されており、レコード

が要求されるとまずここが

チェックされます。要求された

レコードがニア・キャッシュに

なければ、グリッドから取り込

んでニア・キャッシュに置きま

す。次回以降、このレコードへ

のアクセスの応答時間は短く

なります。レコードの応答時間

が短くなれば、一般に、ユー

ザーへの応答時間も短くなり

ます。グリッドへデータの書き

込みがあったときにもニア・

キャッシュは更新されます。ア

プリケーションが複数クライ

アントの共有しているデータ

へアクセスする場合は、リモー

ト・グリッドの分散ロッキン

グ・サービスで調整します。 



 
● サイド・キャッシュ /JPA 
（Java Persistence API）
キャッシュのプラグイン：ユー

ザーのプロファイルなど、使用

頻度は高いが更新頻度は低い情

報が必要な場合、サイド・キャッ

シュを使用するとパフォーマン

スの大幅な向上が見込めます。 
WebSphere eXtreme Scale は、

バックエンドから受け取ったオ

ブジェクトを格納するキャッ

シュとしても使用可能です。こ

の場合、アプリケーションはま

ずサイド・キャッシュにレコー

ドがないか、確認します。レコー

ドがキャッシュに見つからなけ

れば、バックエンドから受け

取ってキャッシュに挿入します。 

● リアルタイム・データとイベン

ト・マイニング：リアルタイム・

データの流れを処理したい場合、

まず、データをフィルタリング

し、アプリケーションが使える

形に整える必要があります。 分
割された WebSphere eXtreme 
Scale の構成は、イベントを読み

取ることができ、分割したデー

タをイベントとして適用するこ

とができます。この結果、リニ

アなスケーラビリティーを実現

するとともに待ち時間の変動を

おさえることができます。 

● Map/Reduce のサポート：

WebSphere eXtreme Scale クライ

アントは、複数のエージェント

を呼び出し、複数ノード上に存

在する膨大なデータを並行処理

させることができます。結果は

ノードがグリッド上に記録する

ので、それをクライアント側で

集計し、さらに処理を加えるな

どが行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WebSphere eXtreme Scale の

キャッシュは、数千もの JVM を

カバーし、巨大なデータセットを

サポートすることが可能です。そ

れに加え、新たに開発した効率的

なアルゴリズムにより、使用でき

る JVM や物理マシンの数が変化

したときインメモリーのキャッ

シュを柔軟に増減できるように

なっています。 

 

今までの分散キャッシュ製品は、

Map API を基本的なプログラミン

グ・モデルとしていました。

WebSphere eXtreme Scale は、この

機能に加え、オブジェクトをグラ

フ単位で簡単にキャッシュへ格納

する機能を備えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 WebSphere eXtreme Scale ではシ

ンプルな Java オブジェクトにア

ノテーションを付けることが可能

で、シンプルな API 経由でオブ 

ジェクトのグラフをグリッドから

取ってきたり、逆にアプリケー

ションが加えた変更をグリッドに

戻したりすることが透過的に行え

ます。従来の JCache や Map 

ベースの API よりもプログラミ

ングが大幅に簡素化されるため、

アプリケーション開発者はコアと

なるビジネス・ロジックに集中で

き、生産性を高めることができま

す。 

eXtreme Scale 上で Chirp を動かす（IMPACT 2009）



 
IBM WebSphere eXtreme Scale は
以下のような機能を持つ製品で、

包括的で柔軟かつ永続的なスト

ア・ソリューションとしてビジネ

ス・アプリケーションを支えます。 
 
● インメモリー管理：数千台もの

サーバーに分散したテラバイト

規模のデータにも対応できるイ

ンメモリー管理機能が搭載され

ています。これによりビジネ

ス・アプリケーションで使用す

るデータが増えても、シームレ

スにスケーリングすることが可

能です。 

● 高可用性と耐障害性：プライマ

リー・サーバーに障害が発生し

た場合、自動的にデータのレプ

リカ（複製）の一つがプライマ

リーに昇格します。レプリカは、

複数、持つことができます。レ

プリカの作成は同期と非同期、

両方に対応していますし、アプ

リケーション側からは透過的に

行われます。この結果、ビジネ

ス・アプリケーションはいつで

も使える状態に保たれます。 

● アプリケーションの高速 
パフォーマンス：データがメモ

リーに置かれるので、アプリ

ケーションからデータへのアク

セスがミリ秒単位と超高速にな

ります。メモリー上のデータに

アクセスする形にすれば、アプ

リケーションの実行が高速化す

るだけでなく、それをサポート

するデータベース・サーバーの

負荷も軽減されます。 

● リニアなスケーラビリティー： 

データ量やトランザクション量

が増えた場合、サーバーをシー

ムレスに追加することで、増え

たデータや負荷を処理し、同時

にアプリケーションからデータ

へのアクセスに必要な応答時間

を予測可能で安定したレベルに

保つことができます。 

 

● 柔軟なデータ配置：サーバー・

システム内、データ・センター

内、ジオグラフィー内など、デー

タの配置場所となる「ゾーン」

を指定して、それらのゾーンに

対するデータ配置をシステムに

管理させることが可能です。

ゾーンとしては、シャーシ、ビ

ル、別サイトなどが指定できま

す。同期レプリカはプライマ

リー・レプリカと同じゾーン、

非同期レプリカは別のゾーンに

配置します。これによりシャー

ドの配置の細分性を高め、耐障

害性を強化することができます。

こうすれば、各ビジネス独自の

可用性の制約に対応したデー

タ・ストアを実現することが可

能になります。 

● 異機種混合環境のサポート： 

標準的な Java EE 準拠のサー

バーあるいは Java SE V1.4 以
上に準拠した Java 仮想マシン

で実行可能です。 

共通データ・ファブリック・ア

プローチによって異機種混合

サーバー環境をサポートします。

つまり、さまざまな Java アプ

リケーションからデータ・スト

ア技術へアクセスできるという

ことです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● エンタープライズ・アプリケー

ションに対応した「ドロップイ

ン」キャッシュ：WebSphere 
eXtreme Scale には、WebSphere 
Application Server の動的キャッ

シュ・サービス用キャッシュ・

プロバイダーが用意されており、

分散型の「ドロップイン」キャッ

シュをエンタープライズ・アプ

リケーションに提供します。こ

の結果、WebSphere Application 
Server の動的キャッシュ・サー

ビスを使用する、あるいはその

使用に関係のあるさまざまなビ

ジネス・アプリケーションにお

いて、変更を最小限におさえつ

つ、サービス品質を向上したり、

リニアなスケーラビリティーや

高可用性を実現したりすること

ができます。 

● レポーティングとモニタリング： 

WebSphere eXtreme Scale にはメ

トリック・アクセス・アダプター

が用意されており、IBM Tivoli® 
Monitoring や Hyperic HQ との

統合が改良され、ビジネス・ソ

リューションの全体的な運用状

況を精査することが可能です。 

● 使いやすさ：グリッド・ミドル

ウェアでよく発生するリトラ

イ・ロジックや例外ロジックの

処理の多くを WebSphere 
eXtreme Scale は処理してくれ

ます。クライアントにリクエス

ト・タイムアウトがあるという

ことは、マップ対話操作の開発

時に定型的なリトライ・ロジッ

クを組み込む必要がほとんどあ

りません。リトライ可能な条件

の大半が自動的に処理されるた

め、アプリケーション開発時、

ビジネス・ロジックに集中する

ことができます。 



 
● 拡張 XTP 機能： 

— マルチテナント型アプリ

ケーションが簡単に構築で

きるようになりました。マッ

プ・テンプレートを採用し、

アプリケーションがオンデ

マンドにマップを作成でき

るようになったため、キーの

アプリケーション識別子を

使用する必要もなければ、使

うかどうかもわからない

マップを作る必要もなくな

りました。 

— バイト配列マップにより、グ

リッド・キャッシュのメモ

リー消費量を削減し、メモ

リー・コストの削減とパ

フォーマンスの向上を実現

しました。 

— 複数の属性で索引が付けら

れるようになりました。この

機能を使うと、複数の属性を

クエリーする際の索引処理

がシンプルになり、定義済み

の複数の索引を使う場合よ

りもオーバーヘッドが小さ

くなります。複合索引を活用

できるようにクエリーも最

適化されました。 

— 運用の柔軟性が高く、マップ

のスナップショットを取る

などの機能も用意されてい

ます。この機能を活用すれば、

スナップショットをさっと

取ってレポーティングに使

う、最後のレプリカ・チェッ

クポイントと同期複製をも

とに不完全なレプリカを完

全なものにするといった操

作が可能になります。 

— WebSphere eXtreme Scale は
業界をリードするリアルタ

イム Java を提供する

WebSphere Real Time をサ

ポートしており、XTP アプ

リケーションの応答時間を

安定した予測可能なものと

することができます。 

 

 

● ライトスルー・キャッシング： 

ライトスルー・キャッシングで

は、インメモリー・キャッシュ

からバックエンドのデータベー

スに至るまで、全ての変更点が

トランザクションの一環として

即時に反映されます。このよう

にすると応答時間は長くなりま

すが、変更を必ずバックエン

ド・データベースへ記録するこ

とができます。また、キャッシュ

とバックエンドとの同期も実現

されます。この機能は、データ

をバックエンド・データ・スト

アに記録して初めてトランザク

ションが完了したと考えるべき

場合に有益です。 

● ライトビハインド・キャッシング： 

ライトビハインド・キャッシン

グでは、データの更新が、バッ

クエンド・データ・ストアへ一

定時間ごとに送られるバッチ形

式で行われます。このようにす

るとトランザクションの応答時

間を劇的に短縮できます。これ

は、バックエンド・データ・ス

トアと同期する動作が不要にな

るからです。このアプローチを

採用すると、データ・ストアへ

の負荷が軽減されますし、バッ

クエンドが停止してもアプリ

ケーションが影響を受けません。

更新されたデータは、バックエ

ンドがオンラインに戻るまで、

耐障害性を確保した形でグリッ

ドがメモリー上に保持します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● JPA ローダー：WebSphere 
eXtreme Scale をインメモ

リー・キャッシュとしてデー

タ・ストアのデータを読み書き

する場合、ローダーが必要にな

ります。 WebSphere eXtreme 
Scale 6.1.0.3 以降の製品には 
JPALoader と JPAEntityLoader 
という 2 種類のローダーが用

意されており、JPA プロバイ

ダーと連携してリレーショナ

ル・データを eXtreme Scale 
マップに変換することができま

す。 JPALoader は POJO （Plain 
Old Java Object）を格納する

キャッシュに使われ、

JPAEntityLoader は eXtreme 
Scale エンティティーを格納す

るキャッシュに使われます。い

ずれのローダーも、アプリケー

ション・プログラマーの負担を

減らしてくれる効果があります。 

● HTTP セッション複製：既存ア

プリケーションへ簡単につなげ、

耐障害性を確保したセッション

管理をスケーラブルに行える

サーブレット・エージェントが

用意されています。セッショ

ン・データはアプリケーション 
JVM 上にローカルで格納する

ことも、グリッド上にリモート

で格納することもできます。リ

モート・グリッドではデータが

複製され、耐障害性が実現され

ます。複数のデータセンターも

サポートできますし、複数の 
WebSphere Application Server セ
ル間で複製を行うこともできま

す。キャッシュ・データの変更

速度に応じて同期複製と非同期

複製を選ぶことが可能で、デー

タの損失をゼロにするか実行効

率を追求するかのトレードオフ

を選択できます。 

 



 

 
 
追加情報 
IBM WebSphere eXtreme Scale 製品

についてもっと詳しく知りたい方は、

IBM 営業担当者あるいは IBM ビ

ジネス・パートナーへお問い合わせ

ください。以下のウェブ・サイトで

もさまざまな情報を提供しています。 

 

● WebSphere Extreme Transaction 

Processing for Developers では、

XTP アプリケーションの開発か

ら最新の技術動向、そのメリット、

課題、特徴など、さまざまな話題

に関する議論が行われています。 

● WebSphere Extreme Scaleでは、

ObjectGrid のデモを見ることがで

きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
● eXtreme Scale のチーフ・アーキテ

クト、IBM Distinguished Engineer 

でもあるビリー・ニューポート

（Billy Newport）のブログがあります。 

● eXtreme Scale のウィキが 

developerWorks® に用意されてい

ます。 

● WebSphere eXtreme Scale Redbook 

ユーザーズ・ガイド

● WebSphere Extreme Scale のよくあ

る使い方－ IBM Distinguished 

Engineer、ビリー・ニューポート

（Billy Newport）が説明します。 

● YouTube 上で、eXtreme Scale のコ

ンセプトを専門家が解説します。 
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WebSphere eXtreme Scale の概要 

WebSphere eXtreme Scale には XTP （eXtreme Transaction Processing）機能が用意され

ており、非常に要求の厳しいビジネス・クリティカルなアプリケーションもサポート

できるスマートなアプリケーション・インフラストラクチャーが実現できます。 

サポート環境： 

● AIX® 
● HP-UX 
● Solaris 
● Windows® 
● z/OS® 

製品の位置づけ： 

● WebSphere eXtreme Scale は WebSphere Application Server ファミリーの製品を補完

し、WebSphere Application Server 用ビジネス・アプリケーションに分散キャッシン

グ・プラットフォームを提供するものです。 WebSphere スタック製品の機能も拡

張されます。 
組み合わせられる製品： 

● WebSphere Network Deployment 
● WebSphere Virtual Enterprise 
● WebSphere Compute Grid 
● WebSphere Real Time 
● WebSphere Commerce 
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